
 

 

東京都認知症対策推進会議 仕組み部会（第２回） 

 次  第 
 

東京都庁第一本庁舎３３階北側 特別会議室Ｎ２ 
平成１９年１０月２日（火）午後４時００分から 

 
 
 
１． 開 会 
 
２． 議 題 
（１） 第１回仕組み部会の議論のまとめ 
（２） 認知症地域資源ネットワークモデル事業の取組状況につい

て 
（３） 認知症支援拠点モデル事業の取組状況について 
 
３． 閉 会 
 
 
 
〔配付資料〕 
 東京都認知症対策推進会議 仕組み部会委員名簿 
（資料１）第１回仕組み部会の議論のまとめ 
（資料２）練馬区の取り組みに関する状況報告 
（資料３）多摩市の取り組みに関する状況報告 
（資料４）認知症支援拠点モデル事業の取組状況について 
（参考資料）認知症シンポジウム「認知症になっても今を生き生きと暮らせ

るために」 
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 (1)説明（事務局） 

・認知症の現状や「東京会議」の設置趣旨、到達点及び残された課題等について説明 

 (2)主な意見（特になし） 

 

 

 

 (1)説明（事務局） 

・認知症になっても認知症の人と家族が地域で安心して暮らせるまちづくりを推進す

るため、当面の間、①都民への普及啓発活動の継続、②「面的」に支える仕組みづ

くりの具体化、③症状に応じた医療支援体制の検討に取り組むこと、仕組み部会で

は、②「面的」に支える仕組みづくりの具体化を検討することを説明 

 (2)主な意見（特になし） 

 

 

 

 (1)説明（事務局） 

・東京都認知症対策推進会議における議論の参考とするため、①認知症高齢者生活実

態調査、②認知症専門医療機関実態調査、③若年性認知症生活実態調査を実施する

予定であることを説明 

 (2)主な意見 

①について 

症状など病気に関して調査するのではなく、東京の「強み」が果たして生活実態の

中で認識されているのか等、認知症本人と周辺社会資源との関係、ニーズに比重を

置いた調査とするのが望ましい。 

②について 

認知症に限ったものではないが、後見に関する診断・鑑定への対応について調査し

てほしい。 

 

 

 

 (1)説明（事務局・モデル区市） 

・事務局から当該事業の概要を、練馬区・多摩市から、モデル区市の現況と認知症に

係るこれまでの取組み、モデル事業における今後の取り組み予定について説明 

 

 

 

 

 

・練馬区の特徴として、練馬地域包括支援センター豊玉支所の管内をモデル的エリア

に選定し、これまでの認知症予防事業での成果や練馬区の特色である「街づくりプ

ランナー」を活用した展開を予定。 

・多摩市の特徴として、ニュータウンの中で高齢化率が高い諏訪地域をモデル的エリ

アに選定し、医師会との協力関係を生かした取組みを予定。 

 (2)主な意見（特になし） 

 

 

 

 (1)説明（事務局・モデル事業者） 

・事務局から当該事業の概要や５モデル事業者の選定の経緯について、モデル事業者

（グループホームかたらい、グループホームなごみ方南、至誠キートスホーム、地

域ケアサポート館福わ家、グループホームきずな）から、それぞれの計画について

説明 

 (2)主な意見 

・この５事業者の取組みを踏まえて、都における事業者主体型の生活支援策を構築・

普及していくことを考えると、①事業者の所在する地域の強み、弱み、②この取組

みに必要となった人的・金銭的コストの程度、について整理しておくと参考になる

と思われる。 

・まちづくりにも匹敵する内容であり、地域の既存の資源の活用を念頭に進めるとよ

い。 

・家族を支援する場合は、家族会のマネジメントなど、認知症の本人を支援する場合

とは違ったスキルが必要になる場合がある。また、認知症初期の人やその家族をい

かに早く支援につなげるかも重要な課題。 

・事業を継続するためには、モデル事業終了後も活動を担う新たな組織・チームを２

ヵ年で育てるという方向性が必要。 

・本人・家族がそれぞれの暮らしの中で行っている工夫を生かせるような展開になる

とよいのでは。 

 

資 料 １ 

第１回仕組み部会の議論のまとめ 

１ 「認知症高齢者を地域で支える東京会議」について 

２ 認知症対策の総合的な推進に向けて 

３ 認知症実態調査の概要について 

４ 「認知症地域資源ネットワークモデル事業」について 

５ 「認知症支援拠点モデル事業」について 



 

 

 「練馬区」の取り組みに関する状況報告 

 

 

１．コーディネート委員会について                      

 

・ コーディネート委員の選任が決定し、第１回委員会に先立ち、先日、初顔合わせを行っ

た。 

・ ２カ年度の限られたモデル事業期間で、どのような成果が求められるのか、都に確認・

検討しながら、今後の運営について模索している段階である。 

・ 委員会は、関係者が集まる、顔を合わせるという「つながり」を重視し、月１回の定例

的な開催を基本とすることとなった。第１回委員会は１０月１日（月）１４時より、練馬

地域包括支援センター豊玉支所にて開催することとなった。その後については毎月１回ず

つ、本年度は計６回を開催予定である。 

 

 

２．推進体制について                            

 

・ 練馬区では、認知症予防推進員の育成など区民との協働による地域づくりに取組んでい

る。そのため、区民レベルでの関心・広がりや、サービス事業者参画に向けた土壌など、

さまざまな「地域資源」やその萌芽が見られる。本モデル事業の遂行にあたっては、こう

した、これまでの取り組みがら生まれた条件・状況をできるだけ活かしていく方向である。 

・ 区民によるワークショップや、事業者会など、すでにある地域資源としての広がりを活

かした組織化も想定しているところである。委員会での議論がモデル事業推進にあたって

は最も尊重されるが、ワークショップや事業者会などの動きとも一定程度連携し、広がり

や今後へのつながりを重視した、練馬区独自の参画型での推進をめざしたい。 

 

 

３．今後について                              

 

・ 第１回委員会では、これまでの練馬区の取り組みや、モデル事業の位置づけなど、事業

遂行にあたっての基本的事項を確認する予定である。 

・ 第２回以降の委員会では、「地域資源をどう捉えるか」「どのような参画・ネットワーク

を考えるか」といった切り口から、実質的な議論に移行していくこととなる。その後、マ

ップづくりや徘徊ＳＯＳネットワーク構築、家族会支援などの具体的テーマに乗せていく。 

 



 資 料 ２  

４．参考資料                                

  （委員会資料案より） 

 

○豊玉地区 

 ベースマップ 

 イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ○ネットワーク資源 

                                発掘・整理に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「練馬区これまでの 

 取り組み」 と、 

 「モデル事業」を 

 活かしたステップ 

 アップ、さらなる 

 充実を 
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□平成19年度「コーディネート委員会」プログラム案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ２か年度にわたるモデル事業期間のうち、平成19年度は、「課題のとりまとめ」と、「次

年度の活動計画とりまとめ」が検討の柱となります。 

 

 

 

□認知症の方を地域で支えるための総合検討機関となる「コーディネート委員会」と、区民

や事業者など、固有の立場・視点で広がりある検討を行う「ワークショップ」「事業者

会」の連携のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第１回 

10/01(月) 

 

第２回 

11/16(金) 

 

第３回 

12/21(金) 

 

第４回 

01/25(金) 

 

第５回 

02/22(金) 

 

第６回 

03/28(金) 

 

「しくみ」「地域資源」を考える 

・認知症の取り組みに関する

「地域資源」を整理・発掘し

てみる 

・地域資源の「役割」を考える 

・地域資源「相互の結びつき・

ネットワーク」を考える 

・ワークショップ、事業者会等

の状況報告 

 

「しくみ」「地域資源」の課題

を挙げ、整理する 

・検討・挙げられた「しくみ」

「地域資源」の材料をもと

に、ネットワーク化やマッ

プづくりも念頭に置いた課

題を整理 

・ワークショップ、事業者会

等の状況報告 

・来年度の活動計画案報告 

 

「平成19年度

まとめ」 

・課題とりま

とめ報告 

・20年度活動

計画報告 

・ワークショ

ップ、事業

者会等の状

況報告 

 

【ワークショップ】 

区民の視点で、認知症の方を支える方

法や実践について考える場 

【事業者会】 

介護サービス提供等を通じ、認知症の

方の身近な立場から考える場 

【コーディネート委員会】 

さまざまな立場の方による、認知症の方を取り巻くさまざ

まな地域資源、ネットワークの在り方等を考える場 



 

 

 「多摩市」の取り組みに関する状況報告 

 

 

１．コーディネート委員会について                      

 

・ コーディネート委員の選任が決定し、第１回委員会に向けた準備段階となっている。９

月下旬には市民委員との事前顔合わせ、１０月初旬にはコーディネーターとの打合せをそ

れぞれ予定している。 

・ 第１回委員会は１０月２９日（月）１９時より、ベルブ永山にて開催することとなった。 

・ 委員会においては比較的当初の段階から、具体的・実質的な協議を行うことを想定し、

事前準備にも一定期間を確保する必要性などから、本年度は計４回の委員会開催を予定し

ている。 

 

２．推進体制について                            

 

・ 多摩市では、委員会に医療関係者が加わるなど、地域医療との関係も踏まえた検討が特

徴となっている。 

・ マップづくりに関しては、委員である学識関係者（大学・研究者）が持つ情報提供も受

けており、作成に向け、活かしていきたい。 

・ 地域をどのように巻き込むかも課題として認識している。これまで、認知症としての独

自の取り組みを特に行ってきていないが、自治体の役割をどのように考えるか等、地域に

おける広がりは意識していきたい。 

 

３．今後について                              

・ 第１回委員会での提供資料や、その後の開催内容等について、委員長、シンクタンク、

市で検討を行う。 

・ モデル事業として想定される成果のうち、「マップづくり」から取り組む方向で検討を

進めており、本年度中にある程度、マップの構成・内容等を整理する方向である。 

・ 医療連携の取り組みを検討していくため、本人、医療、在宅関係支援者をつなぐツール

づくりを委員会への投げかけの材料としていく方向である。 

・ 家族会の現状把握、課題抽出を行い、ネットワーク化への取り組みについて検討する。 

・ モデル事業の進捗状況を市民や関係機関へ発信するために、ニュースレターを作成し、

介護保険事業所、医療機関、担当エリア自治会などに配布する。 

 



 資 料 ３  

４．参考資料                                

  （委員会資料案より） 

 

○諏訪地区 

 ベースマップイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○家族会支援に向けた 

 検討フローシート 

 

東部地域包括支援センター● 

●多摩市役所 

モデル的エリア：諏訪地区 



地域コーディネーターの役割

○地域の認知症に関する社会資源の情報を集約し、相談者に提供する。

○家族の介護力を高めるための勉強会、介護者の精神的負担を軽くし、情報交換等するための家族会の主催。

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

認知症支え合う家族会

○家族がセンター方式を活用し
て認知症の理解を深めること
で、精神的負担の軽減と介護の
質を向上させる。

○医療機関・民生委員・ケアマネジャー・地域包括支援センター・在宅介護支援センター等と連携して認知症高齢者のいる世帯の支援。

○認知症高齢者を受け入れ、困ったときに助けてくれる街づくりを推進するため、自治体や地域の社会資源と連携を図り、地域住民に向けた教育・啓蒙
活動。

教育・啓蒙活動

○地域住民への啓蒙のためのパ
ンフレットの作成

○単身高齢者世帯の多い地域や
集合住宅等へ出張して講座開催

○地域の介護従事者向けの認知
症介護の知識を付与し、対人援
助技術を向上させる

○小規模多機能型居宅介護のメ
リットを活かし、24時間対応の
認知症相談窓口（相談対応職員
１名）を設置

○電話受付、訪問相談等の実施

認知症緊急時対応サービス

事業開始

◆地域の住民への周知
まず「青梅市ケアマネジャー連絡
会」等を活用し、地域の介護サービ
ス事業者を通じた周知からスタート。

事前準備

パンフレット
作成準備委員

パンフレット

◆内容（案）
認知症の相談窓口、認知症とは
どんな病気か、認知症の人への関
わり方、見守りの方法等。

◆想定される配布先
医療機関、地域包括支援センター、
在宅介護支援センター、自治会、民
生委員、地元商店街等

カリキュラム

関係機関との

発足式 定例会 定例会 定例会 定例会 定例会

★課題１
地域の事業者としての関与
の度合い

★課題２
地域への展開の手法

★課題３
継続開催できる仕組みづくり

◆関係機関との連携
地域包括支援センター、在宅介護支援セン
ター、民生委員、ケアマネジャー、介護サー
ビス事業者等と連携しながら実施。

認知症支援拠点モデル事業の取組状況（１）

地域ケアサポート館福わ家
（小規模多機能型居宅介護）

青梅市・（有）心のひろば

19年度の取組予定

資 料 ４

◆地域の住民への周知
地域の介護サービス事業者を通じ
た周知からスタート。



地域コーディネーターの役割

○区・地域包括支援センター・民生委員等の関係機関と連携し、モデル事業の実施に向けた事前調整。

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○地域包括支援センター主催の地域ケア会議に参加し、取組についての情報提供。

地域交流（手作りプランターの設置）

○施設の入居者・利用者と地域住民
が協力して、近隣の道路や公園等へ
手作りプランターを設置。

○毎月１回開催。併せて健康相談も
実施。

会食会（多楽福会）

○取組実施に当たっての地域住民との窓口、及び取組当日の進行管理。

◆実施日時

9月21日（金） 午前10時～午後1時

◆参加者

地域の方 10名

ボランティア 5名

見守り協力員、民生委員 11名
ＧＨ入居者 15名

杉並区介護予防課職員・利用者 各1名ずつ
その他、区の栄養士、地域包括支援センター職

員が、参加者からの個別相談に対応

認知症支援拠点モデル事業の取組状況（２）

グループホームなごみ方南
（認知症対応型共同生活介護）

19年度の取組予定

◆目的 施設を直接見て、また、職員
や入居者との交流を通して地域住民
の認知症への理解を促進。

◆目的 ＧＨ入居者・施設利用者・職
員・住民の相互協力と交流により、施
設と街との顔なじみの関係を構築。

11月11日（日）
13時～16時

200～300個の

実施済
10月19日（金）10時 12月14日（金）10時 1月18日（金）10時～ 2月15日（金）10時～ 3月14日（金）10時～

取組過程における地域との交流

○食事中及び食事後に、保健師・

栄養士・歯科衛生士らによる健康

管理に関する講習・アドバイス

○地域包括支援センター職員等

による個別相談

○見守り推進員や民生委員と参
加者（地域住民）との交流

○参加者が地域の身近な施設や

入居者・利用者の日々の生活を

実際に見ることにより認知症への

理解促進

○地域コーディネーターによる認
知症についての勉強会

○取組状況について地域ケア会
議を通して近隣のケアマネ等へ情
報提供

○区の栄養士等と当日のメニュー

を事前に選定

○近隣の人々に当日のボランティ

アを依頼

○衛生環境について保健師等から

のアドバイス

○施設職員と入居者総出で前日
に買出しを実施、当日10時から食
事の支度

○地域包括支援センター（ケア２４

方南）担当地域へのチラシ配布

○区の見守り協力員への参加呼

びかけ

○地区の民生委員への呼びかけ

○保健師・栄養士・歯科衛生士の

参加を杉並区へ依頼

地域住民、関係機関への
参加呼びかけ

メニューの選定と事前準備 認知症についての理解促進 参加者からの相談受付

第１回会食会（多楽福会）実施状況

★近隣の保
育園や小学
校へプラン
ター作りを事
前に依頼

会食会(多楽福会)



１　あんしん生活マップ 1 認知症支援ボランティア講座  1 地域住民の認知症理解促進事業

 2 地域における認知症高齢者在宅マップ作り
 2 認知症の方を介護している人のための介護者教室

２　サロン日ようび  3 認知症高齢者を介護する家族連絡会
 3 認知症支援事例研究会

3 家族会の開催  4 認知症高齢者の実験的就労デイの試み
 4 認知症に関する地域懇談会

 

 10月6日、12月8日、2月9日に開催予定。
 浴風会病院精神科医　古田伸夫氏にアドバイザーを依頼。

4　小中学生のための認知症勉強会と体験学習の開催  5 サロン活動  5 近隣団体・機関とのネットワーク会議

　20年4月の会議発足を目指し、11月以降準備会議を開催予定。

 3月　区立祖師谷中学校から受入予定。  6 認知症ケアの実践分析

 9月21日の「小地域ケア会議」において介護サービス事業
者、地区社協等へ参加呼びかけ。放送大学客員教授　竹中星
郎氏をスーパーバイザーとする。
 11月28日、2月28日18時30分から開催予定。

　８月以降「認知症サポーター養成講座」（区と世田谷区グループ
ホーム連絡会共催の「世田谷区認知症講演会」内で実施）におい
て、「あんしん生活マップ」検討会についての意向調査アンケートを
実施。

　9月以降「認知症サポーター養成講座」において、ボランティア募
集についてのアンケート配布。

  11月から3月まで毎月1～2回検討会を実施。4月にマップ完
成、配布予定。

　サポーター養成講座には、区民80～100名が参加。8月18日の
アンケートでは、10名の協力を確認。

 10月第1週より開始予定。商店街の空き店舗や地域の区民会館
の活用も検討中。

 9月以降都内のシンポジウム等に参加し、コーディネーターの認知
症ケアに対する理解を深める。

 10月、12月、3月に出前講座（各2回）開催予定。10月と12月には
別に「認知症サポーター養成講座」を予定。

　在宅介護支援センターと連携し、10月以降見守り者の確認と家族
との調整、1月以降は具体的な見守り体制の検討を開始。

　「在宅マップ作り」事業と連携し、10月から家族への呼びかけを開
始する。20年4月の発足を目指し、11月から内部で検討会を設置
する。8月には市内の他の認知症家族会に市職員と共に参加し、発
足に向けての展開を検討。

 月2回実施、現在1名参加。洗車作業やボランティアへの協力を
行っている。今後は参加者を増やしていきたい。

　10月3日（水）・11日（木）・17日（水）・24日（水）13時30分から開
催予定（計4回コース）。専門家の講義、介護者の体験報告、施設
での現場実習等を予定。9月28日現在申込者14名。

 11月21日（水）練馬認知症と家族の会「ブーケの会」代表
小泉晴子氏による助言。

 9月19日・20日・21日　中学生の職場体験の一環として、区
立船橋中学校から4名受入。

認知症支援拠点モデル事業の取組状況（３）

グループホームかたらい（認知症対応型共同生活介護）
世田谷区・（ＮＰＯ）語らいの家

至誠キートスホーム（介護老人福祉施設）
立川市・（社福）至誠学舎立川

グループホームきずな（認知症対応型共同生活介護）
日野市・（社福）創隣会

「認知症サポーター」を中心に、地域の認知症サポー
ターがどこにいるか、認知症の人が安心して買い物ができ
る商店、認知症をサポートできる医療機関等のマップを作
成し、認知症の人や家族に配布。

認知症高齢者を理解し、地域に住む認知症の人を支援す
るための講座を開催。

地域に住む認知症の人を介護している人のため、介護者
の介護体験報告とアドバイスを実施。

関係機関等の専門職による、認知症の人の事例研究を通
して、ネットワーク構築の機会とする。

立川市幸町で自治会、民生委員、老人会、子ども会関係
者で構成される「地域懇談会」において、認知症をテーマ
に話し合い、相互理解と連絡が取れ合う関係の構築。

公民館や利用していない施設等を活用して認知症高齢者
を対象としたサロン活動を実施。認知症支援ボランティア
講座で養成したボランティアを活用する。

地域の自治会、民生委員や見守り推進員に対する認知症
講座の開催。

地域内の在宅の認知症高齢者の実態を把握するために
マップを作成し、情報網・連携関係を構築。

地域内で認知症高齢者を抱える家族支援のために家族連
絡会を結成し、定期的な会合の開催。

認知症の人の出来ることを個別に発掘し、出来ることを
仕事として行っていただくデイサービスを実験的に実施。

取組の趣旨を関連団体や医療機関に理解していただき、
行政を含めたネットワーク会議を開催。

日曜日休業のデイを活用して、「認知症サポーター」を
中心に無償ボランティア、看護師によるサロンを実施。

デイや地域の区民集会所を使い、月１回専門の医師等を
招き、講習会や相談の受付。

地域の小中学校に働きかけるなどして、認知症高齢者と
小中学生が交わり、人材の育成や人間性の涵養を図る。


























